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〈目指す児童の姿〉 

 

 

 

 

 

低学年分科会 中学年分科会 高学年分科会 

○  自分の思いをもち、進んで伝え

ようとする子 

 

○  相手に分かりやすくなるよう

に、事柄の順序を整理して書く子 

 

○  文章の分かりやすさを見付け、

感想を伝える子 

○  自分の思いや考えをもち、工夫

しながら書こうとする子 

 

○  相手や目的に応じ、伝えたいこ

との中心を明確にして、理由や事

例を挙げて書く子 

 

○  文章の明確さに気付き、意見を

述べ合う子 

○  自分の思いや考えを明らかに

し、適切に書こうとする子 

 

○  目的や意図に応じ、文章全体の

構成の効果を考えて適切に書く

子 

○  書き上げた文章について助言

し合い、自分の考えを深めたり表

現を高めたりする子 

 

 

 

 

 

 

 

〈研究内容〉 

ベースアップ 
国語科「書くこと」の指導 

（「筋道を立てた考え方」を明確にして） 
他教科等・日常への活用 

○ 「かけるタイム」の実

践・体系化 

○ 環境整備 

 

○ 指導過程 

○ 指導の工夫 

○ 例文 

○ 「書き方マニュアル」 

○ 教科・領域等の学習活動

との関連・発展 

 

〈教育課題〉 

〈各種法令〉 

〈学習指導要領〉 

〈東京都教育目標〉 

〈新宿区教育目標〉 

 

〈保護者の願いや期待〉 

〈地域の願いや期待〉 

〈研究主題〉   筋道を立てて考える力の育成 
～国語科「書くこと」を通して～ 

〈本校の教育目標〉 
人間尊重の精神に基づき、国際社会の一員とし

ての自覚と連帯意識をもち、たくましく心豊かに

生きる児童の育成を目指す。 

○ 考える子 

・ 正しく判断し、創意工夫する子 

○ 協力する子 

・ きまりを守り、思いやりのある子 

○ 強い子 

・ じょうぶで、ねばり強い子 

〈教職員の願い・期待〉 

  思いや考えを相手に伝わるように表現する

力を身に付けて欲しい。 

  文種にあった書き方を身に付けて欲しい。 

  書いたり読んだりすることを楽しめるよう

に育てたい。 

〈児童の書くことにおける課題〉 

  一定時間内で書く力を身に付けること 

  使える語彙を増やし、文種に応じた書き方を

知ること 

  書いた文章を読み直し、高める力を身に付け

ること 

◯ 自分の思いや考えをもち、よりよく表現しようとする子 

○ 相手や目的に応じて、分かりやすく表現する子 

○ 読んだ文章のよさを理解し、自分の表現に生かす子 

〈研究の仮説〉 

 国語科「書くこと」の指導を充実させ、ものの考え方や表現方法を身に付けられるようにするとともに、

日常的にも書く力のベースアップを図り、他教科・総合的な学習の時間等における言語活動を充実させれ

ば、児童は筋道立てて考え、適切に表現するようになるであろう。 


